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漢方の健康堂薬局の店主 長澤昭と申します。  

3 月 11 日（金）に発生した東北地方太平洋沖地震により、被災された  

皆様に対し、心よりお見舞い申し上げます。  
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      ｉＰＳ:赤血球量産の技術開発 輸血用血液製造に期待 
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◎毎日ｊｐ 2013年03月21日 

〇記事のタイトル 

ｉＰＳ:赤血球量産の技術開発 輸血用血液製造に期待 

 

〇記事の内容  

    あらゆる細胞になる能力を持つヒトの人工多能性幹細胞（ｉＰＳ細胞）か

ら赤血球を豊富に作る技術を、理化学研究所バイオリソースセンター（茨城県つく

ば市）の中村幸夫細胞材料開発室長らが開発した。実用化されれば、少子高齢化で

不足が懸念される輸血用血液の製造につながる可能性がある。２１日に横浜市で始

まった日本再生医療学会で発表した。 



 中村さんらは、赤血球を次々と生み出す「赤血球前駆細胞」をマウスで既に作製

しており、これをヒトｉＰＳ細胞に応用した。貧血治療に使われる薬「エリスロポ

エチン」の成分など血液増殖につながる物質を使って培養し、同様の前駆細胞の作

製に成功した。 

 この前駆細胞の集まりを赤血球にしようとすると、約２５％がうまく変化するが、

残りは不完全だったり、前駆細胞自身が死んでしまったりするという。前駆細胞自

体はほぼ無限に増えるため、輸血に必要な量の赤血球は作れるが、コストを抑える

のにさらに技術改良が必要で、実用化には数年かかるという。 

 ｉＰＳ細胞から作った組織は、ヒトに移植すると異常な形で増殖してがん化する

恐れがあるが、赤血球は他の細胞と違って核がなく、自分で増殖しないためその心

配はない。ほぼ万人に輸血可能なＯ型Ｒｈマイナスの赤血球を作って貯蔵すれば、

ほかの血液型にも対応できるという。 

 中村さんは「前駆細胞から赤血球を作製する効率を、現在の２５％から１００％

に高めることが必要で、さらに研究を続けたい」と話している。【野田武】 

 

◎再生医療とips細胞 

〇ES細胞とは 

     「ES」とは、Embryonic Stem cellの略で、胚性幹細胞と訳され 

    ます。胚とは、受精卵が母親のおなかの中で分裂し、赤ちゃんの姿に 

    なる前の細胞のかたまりのことです。ES細胞は、胚をこわして採取し 

    た細胞から作られるのです。1981年にイギリスでマウスを使って作ら 

    れ、98年にはアメリカでヒトのES細胞が作成されました。 

     ES細胞もiPS細胞も、それからいろな臓器や組織を作り出せるとい 

    う点では同じです。 

     両者の違いは、それを何を元にして作られたかという点です。ES細 

    胞が胚から作られるのに対して、iPS細胞は、胚を使わずに普通の皮 

    膚の細胞などを使って作られます。 

 

〇iPS細胞とES細胞の決定的な違い 

     胚は、いわば生命の「元」です。なぜなら、胚は成長してやがて 

    赤ちゃんに成長するからです。それを壊して操作することには、倫理 

    的な問題があります。アメリカのブッシュ前大統領も「ES細胞の研究 

    は生命の破壊だ」と反対していました。これに対して、iPS細胞は、 

    胚を使わずに普通の皮膚の細胞などを使って作れますので、倫理的な 

    問題は起こらないのです。 

     もう一つの両者の違いは、ES細胞は自分の細胞で作ることが難し 

    く、他人の受精卵の胚を元にして作ります。それに対してiPS細胞は 

    自分の皮膚を使って作ることが出来ます。つまり、自分の皮膚を使っ 

    て作るiPS細胞には、移植の際に拒絶反応が起きないという大きなメ 

    リットがあります。 

 



 

 

以上、今週の内容でした。  
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―[プロフィール]―――――――――――――――――[プロフィール]― 

■長澤 昭（ながさわ あきら）１９５２年 静岡県生まれ  

１９８０年に薬局を創業。  

２０００年、毎日新聞「アミューズ」に、「漢方薬に詳しい薬局」として、  

全国わずか３５店のうちの１店として取り上げられる。  

２００１年、約３００の病名・症状別の「病気別漢方選薬システム}を完  

成させる。  

現在は、当店ＨＰにて公開中 http://www3.ocn.ne.jp/~kenkodo/m-magazine.html 

―――――――――――――――――――――――――――――――――  
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□注意・免責事項  

◎一般の方向けの内容なので、厳密な医学用語は使用していません。医学  

的な専門性から考えた場合、妥当でない表現があると思いますが、なるべく  

平易な表現を使用するようにしてあります。  

◎個別の健康相談を行うものではありません。  

◎体の状態は個人によって異なっています。現在治療中の方はかかりつけ  

 の主治医と相談をしてください。  

◎ご自分の責任の範囲でご利用ください。記載内容を利用し生じた結果に  

 ついて、当方では責任がとれませんのでご了承ください。  

―――――――――――――――――――――――――――――――――  
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